
G

9 10 11 12

H

J

文字入力方法：
【0】～【9】、【   】で入力します。目的の文字を入力するには、ア行は【1】、カ行は【2】・・を繰り返し押します。

4   日時の設定

1   電話をかける

2   電話を受ける

親機の画面に0:00の文字が表示されているときは、下記の手順で時計を合わせてください。

親
機

ダイヤルする

ダイヤルする

例 )  2021年         11月 16日        15 時 30 分

通話が終わったら

通話が終わったら

( 西暦４桁 )            ( 各２桁 )       (２４時間制、４桁 )

・入力に失敗したら【停止】で最初の画面に戻り再度入力してください。
・親機で時計を入力すると、子機に自動で転送されます。
・時計の精度は月差士60秒です。
・停電したときは、停電復旧後に子機から親機に時計が転送されます。子機が電池切れだったり、電波が
届かなかった場合は再度時計を合わせてください。

・ダイヤル後に【スピーカーホン】を押すと、ハンズフリー通話ができます。
・通話が終わったら充電器に戻してください。

子
機 切

1. 電話をかける

2. 電話をかけ直す

切

親
機

通話が
終わったら

通話が
終わったら

直前にかけた電話番号の記録 (10件まで )から、番号を選んで電話をかけることができます。

(番号を表示)

(受話器を取る)

(受話器を取る)

(受話器を取る)

(受話器を戻す)

(受話器を戻す)

データの消しかた：（      本書 H-12）

親
機

子
機

親
機

子
機

(番号を表示)

再ﾀﾞｲﾔﾙ/着信記録

再ﾀﾞｲﾔﾙ

2回

JD-G33CL/JD-G33CW  21H TCADZ4210SCZZ

/

▶

▶

/

▶

▶

親機の場合:

子機の場合:

通話中に  (呼び出した側)

相手を選ぶ

相手を選ぶ

: 子機の番号

: 親機の番号

外線を含めて3者通話する：
呼び出された側が電話に出たら、呼び出した側が【決定/ﾒﾆｭｰ】を押します。

電話に出る
～ (呼び出された側)

電話に出る
(呼び出された側)

3   内線通話する/外線をとりつぐ
1. 内線通話する

2. 外線をとりつぐ

1 4

0

: 子機の番号

: 親機の番号

～1 4

0

親
機・子
機

親
機・子
機

切

受話器を戻す

電話帳は親機に10件、子機に100件、ワンタッチダイヤルは子機に2件登録できます。

ユ･･

ウ･･

ジ･･

ン･･

2回

3回

2回

3回

1回

1回

1回

・番号は必ず市外局番から入力してください。
・【◀】で入力できる [－]はハイフンではありません。番号の区切りとしては使用しないでください。
・入力の途中で操作をやり直したいときは【停止】または【切】で最初の画面に戻り、改めて入力してください。
・名前の入力は省略できます。
・データを修正するときは、データを消去してから改めて入力してください（     本書 H-12）。

1. 電話帳/ワンタッチダイヤルを登録する

6   電話帳/ワンタッチダイヤル

■ 親機に電話帳を登録する 例）ユウジン（友人）

ア行の文字は …を繰り返し押す

アルファベット、
数字の入力:

1
3

8

0

（子機では ）キャッチ カナ

1

*

電話帳/カナ登録するときは、電話番号を1～9、0の電話帳番号に割り当てます。
電話帳を使うときは、登録した電話番号が電話帳番号（1～9、0）の順に表示されます。

消去:

小さな文字:
（子機では　　 の代わりに　　を押します。)▶

・手順3で【スピーカーホン】を押すと、ハンズフリー通話ができます。
・50音の行単位で検索できます。ア行を表示するときは、【1】を押します。

(相手先を選択)

(相手先を選択)

通話が終わったら

2. 電話帳/ワンタッチダイヤルで電話をかける

子
機

1 3

[トクバン?]

■ ワンタッチダイヤルで電話をかける

■ 電話帳で電話をかける

■ 子機で電話帳に184（非通知発信）などをつけて電話をかける

184などを
入力

1 2
電話がつながったら、
通話する

4 5

2回子
機

子
機

親
機 電話帳/カナ

電話帳 /

▶

▶

/

▶

▶

切

ﾒﾆｭｰ/決定

ワンタッチダイヤル
1 2

親機の電話帳を子機に、子機の電話帳を親機や他の子機に転送できます。
3. 電話帳を転送する

[テンソウ]

■ 電話帳を1件ずつ転送する

■ 子機の電話帳をすべて転送する(複数の子機をご利用の場合)

(データを選択)

1 2 3

4

(転送先を選択)

【ﾒﾆｭｰ/ 決定】を押して【▲】/【▼】で［デンワチョウ］、［ゼンケン テンソウ］の順に項目を選び、
次に転送先を指定して【ﾒﾆｭｰ/ 決定】を押します。

親
機・子
機

・親機に全件転送することはできません。

(受話器を取る)

(相手先を選択)

2
電話帳 /

▶

▶

通話が終わったら 切
3

(通話中に)

2. 受話音量を変更する

1. 着信音(呼出音)の音量を変更する

5   音の設定

(待受状態で)

（音量、または「キリ」を選択）

ワンタッチで音量を大きくするには（子機のみ）
【音量大】を押す（2～3段階音量が上がります。ハンズフリー
通話では動作しません。）

親
機
・
子
機

親
機

子
機

2回
1 2 3

[▶チャクシン　オンリョウ]

・着信音を切っても、内線の呼び出し音は最小の音量で鳴ります。

着信音を切る（鳴らさないようにする）には
   待受状態で  ▼  を「ピー」と鳴るまで押し続ける

ﾒﾆｭｰ/決定 ﾒﾆｭｰ/決定 ﾒﾆｭｰ/決定

▶

/
▶

▶

データの消しかた：（      本書 H-12）

保留/消去

保留/消去

決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

▶
▶
▶

▶

保留/消去

/

▶

▶

/

▶

▶

/

▶

▶

/

▶

▶

決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ

▶

1 2 3

1 2 3

1 2

1 2 1 2

3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

4

1 2 3

1 2 3 4

親
機

子
機

■ ワンタッチダイヤルを登録する

ﾒﾆｭｰ/決定

ﾒﾆｭｰ/決定

ﾒﾆｭｰ/決定

ﾒﾆｭｰ/決定

(割り当てる電話帳
 番号1～9、0を選択)

電話帳/カナ 2回

2回

子
機

・電話帳は自動で50音順に並び替えられます。

[▶テ ン゙ワチョウ]

■ 子機に電話帳を登録する

(文字入力方法参照）

(文字入力方法参照）

▶

名前を入力して

名前を入力して

市外局番から
電話番号を入力して

市外局番から
電話番号を入力して

ﾒﾆｭｰ/決定

ﾒﾆｭｰ/決定
(文字入力方法参照）

名前を入力して
市外局番から
電話番号を入力して

/

▶

▶

未登録のボタンを押す
から

ワンタッチダイヤル
1 2

決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ
決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ
1 2 3

1 2 3

1 2 3

4 5

5 6

4

本書には本機の使用方法や各設定の変更方法、別売品などの補足情報が記載されています。
本書はいつでも取り出して読めるように本機の近くに保管してください。

② 本製品の使いかた

取扱説明書

操作編

3. 着信音(呼出音)の種類を変更する

2回 2回親
機

子
機

1 2 3

[チャクシンオン センタク] （着信音を選択）

（着信音を選択）

3回
1 2 3

[▶チャクシンオンセンタク]

ﾒﾆｭｰ/決定 ﾒﾆｭｰ/決定 ﾒﾆｭｰ/決定

▶

/

▶

▶

決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ
▶

/

▶

▶

再生のしかた：（     本書 K-14）

受話器を取る前に、相手の名前を確認してから電話に出ることができます。

再生される応答メッセージ：
「ただいま、お名前確認モードになっています。恐れ入りますが、あなたのお名前をおっしゃってください」

【お名前確認】を押して電話に出たときの通話を自動で録音するには：（      本書 M-13 ( 表 No. ②)）

・お断りをすると、相手先の番号が「お断り番号」に登録され、以降は同一番号からの着信を拒否しま
す（ナンバー･ディスプレイ契約時）（      本書 L-13）。

親
機

親
機

名前を
確認する

(相手側に)
メッセージが
流れる

(着信中に)

(対応を選ぶ)

(着信中、または通話中に)
子
機

(通話中に)

3. 通話を録音する

2. 相手の名前を確認してから電話を受ける

1. 迷惑電話をお断りする

お名前確認

[▶メッセージオコトワリ]

(受話器を取る)

ﾒﾆｭｰ/決定

ﾒﾆｭｰ/決定 ﾒﾆｭｰ/決定

親
機

子
機

(通話中に) (通話中に) 2回・録音を止める:留守

▶

8   迷惑電話対策機能を使う

迷惑
 ｽﾄｯﾌﾟ

迷惑
 ｽﾄｯﾌﾟ

着信音が鳴っているときや通話中に、相手先をお断りすることができます。

電話に出るとき:

お断りするとき:

電話を切るとき: 再生/停止

再生/停止

1 2 3

1 2 3 4

・データ表示のしかたは、それぞれの操作説明箇所にてご確認ください。

留守録音/通話録音の消しかた：（      本書K-14）、お断り番号の消しかた：（      本書 L-14）

2
消去したい
データを表示

1

7   データの消しかた

1. 1件ずつデータを消去する

2. すべてのデータを消去する

■ 電話帳/再ダイヤル/着信記録

■ ワンタッチダイヤル

■ その他

1 3

[▶ショウキョ]

子
機

1 2 3

[ショキカ メニュー] (消去する項目を選択)

(消去する項目を選択)

4

(ワンタッチ1～2から選択)

2 3

[▶デンワチョウ]

5

[▶ショウキョ]

[▶ワンタッチ トウロク]

親
機

子
機

上記に記載の各データから、項目を選んで一括消去できます。

2回 2回 2回

2回

2回

[▶ゼンショウキョ]

1 2 3

親
機・子
機

ﾒﾆｭｰ/決定

ﾒﾆｭｰ/決定 ﾒﾆｭｰ/決定 ﾒﾆｭｰ/決定

ﾒﾆｭｰ/決定 ﾒﾆｭｰ/決定

ﾒﾆｭｰ/決定 ﾒﾆｭｰ/決定

▶ ▶

▶

/

▶

▶

/

▶

▶

/

▶

▶▶

1回 または 2 回決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ▶ /

▶

▶

保留/消去

決定/ﾒﾆｭｰ

9   あんしん相談ボタン

迷惑電話の対処に困ったときなどに、「あんしん相談」ボタンを押せば登録相手に電話がかかり、
対処方法などを相談することができます。

・「#9110」はダイヤル回線や一部の IP電話からはご利用になれません。その場合はお住まいの都道府県にある右記の

窓口をご利用ください（「＃9110」「188」および各相談窓口の通話料は、利用者負担となります）。

警察の相談ダイヤル 「#9110」（全国共通） 独立行政法人国民生活センター
消費者ホットライン 「188」（全国共通）

2
登録したい
番号を入力

■ 電話番号を登録する
1

親
機

3

■「あんしん相談」ボタンで電話をかける
1

親
機

■ 登録した電話番号を消去する
1

親
機

2

2

・「あんしん相談」ボタンに番号がすでに登録されているときは、ボタンを押すと登録相手に電話が
かかります。登録先番号を修正したいときは、番号を消去してから改めて登録してください。

（2021年8月現在）警察総合相談電話番号
下記の電話番号は、各都道府県警の担当窓口へつながります。

出典：警察庁ホームページ（https://www.npa.go.jp/bureau/soumu/soudan/soudanmadoguti.pdf）を加工して作成
上記の電話番号は変更になることがあります。最新の情報は、下記の警察庁ホームページからご確認ください。

011-241-9110北海道

0138-51-9110  函館周辺

0166-34-9110  旭川周辺

0154-23-9110  釧路周辺

0157-24-9110  北見周辺

017-735-9110青森県

019-654-9110岩手県

022-266-9110宮城県

018-864-9110秋田県

023-642-9110山形県

024-525-8055福島県

03-3501-0110東京都

029-301-9110茨城県

028-627-9110栃木県

027-224-8080群馬県

048-822-9110埼玉県

043-227-9110千葉県

045-664-9110神奈川県

北海道

東北

関東

0857-27-9110鳥取県

0852-31-9110島根県

086-233-0110岡山県

082-228-9110広島県

083-923-9110山口県

088-653-9110徳島県

087-831-0110香川県

089-931-9110愛媛県

088-823-9110高知県

092-641-9110福岡県

0952-26-9110佐賀県

095-823-9110長崎県

096-383-9110熊本県

097-534-9110大分県

0985-26-9110宮崎県

099-254-9110鹿児島県

098-863-9110沖縄県

中国

四国

九州

025-283-9110新潟県

055-233-9110山梨県

026-233-9110長野県

054-254-9110静岡県

076-442-0110富山県

076-225-9110石川県

0776-26-9110福井県

058-272-9110岐阜県

052-953-9110愛知県

059-224-9110三重県

077-525-0110滋賀県

075-414-0110京都府

06-6941-0030大阪府

078-361-2110兵庫県

0742-23-1108奈良県

073-432-0110和歌山県

近畿

中部

・「あんしん相談」ボタンには、あらかじめ相談相手の電話番号を登録しておきます。相談相手には、ご家
族やご友人、下記行政機関の相談窓口などを登録されることをおすすめします。

あんしん相談

あんしん相談

決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

[デンワチョウ]

3

4 5

[アンシンソウダン]

[カクニン/ショウキョ]

(受話器を取る)

▶ ▶

▶

 1 電話をかける

 2 電話を受ける

 3 内線電話する /外線をとりつぐ

 4 日時の設定

 5 音の設定

 6 電話帳/ワンタッチダイヤル

 7 データの消しかた

 8 迷惑電話対策機能を使う

 9 あんしん相談ボタン

 10 留守番電話を使う

 11 子機を増やす

 12  ナンバー・ディスプレイ

 13  キャッチホン

 14  お手入れ

 15  壁掛け

 16  別売品

 17  もっと便利に

 18  登録や設定・電話帳を初期化する

 19  充電池を交換する

G -10

G -10

G -11

G -11

G -12

H - 9

H -12

J -10

J -11

K -13

K -16

L -13

L -15

L -15

L -16

L -16

M -13

M -15

M -16

もくじ
（表） 記載位置 記載位置（裏）

①

　　留守を解除する

　再生中の用件を聞き直す

　１件前の用件を聞き直す

　次の用件を聞く

　　再生を途中で止める

　　早聞きする（操作ごとに通常再生と切替）

 
 生

 
 再

中

　　録音内容を聞く

　　再生済み用件をすべて消去

　録音内容をすべて消去

　　留守を解除する

　　応答メッセージを録音する

 止

 停

中
⇒ 

録音 ⇒ 

電話帳/カナ

デジタルコードレス電話機

名
形 JD-G33CL （子機1台タイプ）
JD-G33CW（子機2台タイプ）

ジェイディー  ジー シーエル

ジェイディー  ジー シーダブル

JD-G33_sousa_1.ai   1   2021/08/20   13:31:21JD-G33_sousa_1.ai   1   2021/08/20   13:31:21



K

13 14 15 16

L

M

留守番電話を便利に利用するための機能を設定・変更できます。

自作メッセージの録音のしかた：

2 3

親
機

1

[ルスバンデンワ] (下記メニューより選択)

3回

4

(設定を変更)

・録音すると、自作メッセージが自動的に応答メッセージに設定されます。

親
機

1

受話器を戻す

2回 2回
3

受話器を取り、
｢ピー｣と鳴ったら録音

54
[ジサク メッセージ]

操作の前に、あらかじめ暗証番号を登録し、親機の【留守】を押して留守設定にしてください。

外出先から電話をかけたとき、新しい録音があれば呼出音2～3回で応答します。呼出音が4回以上
鳴るときは新しい録音がないため、そのまま電話を切れば通話料金が発生しません。

消去のしかた：手順4で何も入力せず【決定/ﾒﾆｭｰ】を押す

2 3

親
機

1

[ルスバンデンワ]

3回

[アンショウバンゴウ]

4
暗証番号
入力（3桁）

設定のしかた：（      本書 K-15 ( 表 No. ①)）

1件ずつ消去するとき：

すべての録音を消去するとき：

■ 暗証番号を登録する

■ 通話料金をかけずに録音があるか確認する（トールセーバー)

・外出先からの操作方法は、「リモート操作手順カード｣（      本書 M-16）をご参照ください。

・1件あたりの録音時間は3分まで、すべての録音時間を合わせて約10分間または50件までです。
・留守録音と通話録音は録音メモリーを兼用します。
・メモリー残量が少ないと留守設定ができず「ピピピ」と鳴ります。不要な録音を消去してください。
・留守設定中にメモリーがいっぱいになると、新しい録音はできず、相手にはかけ直しをお願いする
メッセージが流れます。

■ 録音を再生する

■ 録音を消去する

■ 再生中にできる操作

10  留守番電話を使う

親
機

設定する:

解除する: 新しい録音があれば再生

(留守ボタンが点灯)

(留守ボタンが消灯)(留守設定中に)
1 2

親
機

2回

2回

2回親
機

1 2 3
2回

[ショキカ メニュー] [ロクオンナイヨウ]

1. 留守番電話を設定/解除する 3. 留守録音/通話録音を再生/消去する 4. 留守番電話のいろいろな設定

留守

留守

2. 外出先から留守録音を聞く

停止   親機では  停止  、子機では  切  を押す

聞き直す    1  を押す

次の録音にとばす    3  を押す

1つ前に戻る    1  を2回続けて押す

早聞きをする    6  を押す（元の速さに戻すには再度  6  を押す）

再生中の録音を消去する    消去  を押す

決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

▶

▶

決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

再生/停止

▶ ▶

決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ

▶

/

▶

▶

/

▶

▶

▶

決定/ﾒﾆｭｰ

親
機

2

[ルスバンデンワ]

3回決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

▶

①

②

No. 概要メニュー

｢ただ今、留守にしております。ピーッと鳴りましたらお
名前とご用件をお話しください。」
｢ただ今、電話にでることができません。ピーッと鳴りま
したらお名前とご用件をお話しください。」
自分で録音したメッセージが流れます。

ｺﾃｲ ﾒｯｾｰｼﾞ1

ｺﾃｲ ﾒｯｾｰｼﾞ2

ｼﾞｻｸ ﾒｯｾｰｼﾞ

ﾙｽｵｳﾄｳ ｶｲｽｳ

ｵｳﾄｳ ﾒｯｾｰｼﾞ

留守番電話に切り替わるまでの着信音の回数を設定します。
 ・｢トールセーバー｣設定について: (      本書 K-13)。
留守応答したときに相手に流れるメッセージを変更します。

・新しい録音があると、留守ボタンが点滅します。すべての録音を再生すると点滅は止まります。

(録音を再生中に) 保留/消去

保留/消去

#

11  子機を増やす

増設できる機種：JD-KE110 （2021年8月現在）（     本書 L-16）
 ・増設できる子機は、付属の子機を含めて４台までです。
 ・増設する子機を親機のそばに並べて操作してください。
 ・操作の前に、子機を十分に充電してください。

1. 子機を増設する

2. 子機の登録を解除する

はじめに子機で操作

続けて親機で操作

1
[ゾウセツシマスカ?]

[コキヲ ゾウセツシマス]

(表示されていないときは:                         )

2

3 4 5
(3秒以上押し続ける) (画面表示)

(画面表示)

(完了)「ピー」

4
(完了)「ピー」

解除すると、すべての子機の登録が取り消されます。操作後は必要な子機を再度増設してください。

親機、子機のどちらからでも子機の登録を解除できます。

2 31

4回
親
機・子
機

切
ﾒﾆｭｰ/決定

決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ

保留/消去

データの消しかた：（     本書 H-12）

1. 非通知、0120/0800などからの着信をお断りする

3. 着信記録を確認する

2. 特定の番号からの着信をお断りする

12  ナンバー･ディスプレイ（契約が必要）
NTTのナンバー･ディスプレイなどの番号通知サービス（有料）を契約すると、非通知お断りな
どのいろいろな機能が使えます。詳しくは、ご契約の通信事業者にお問い合わせください。
(NTT窓口：固定電話からは局番なしの 116（通話料金無料））

ご利用方法: 本機の設定の必要はありません。ご契約後に工事が完了すれば、ご利用になれます。

お断りしたい番号を、「お断り番号」として100件まで登録できます。登録すると、親機
の画面に「お断り」と表示されます。

設定すると、親機の画面に「お断り」が表示されます。

着信した相手先の電話番号と着信日時が最大20件まで記録されます。

4. 電話帳などの登録相手からの着信音を変える

4回

親
機

1 2 3

[チャクシン オコトワリ] [ヒツウチ]
[0120/0800]
[ヒョウジケンガイ]

項目を選択

4

(設定する)

2回

親
機 4 5

3

[オコトワリ バンゴウ]

[トウロク]

お断りしたい番号を
入力して

登録したお断り番号を消去する：
2 3

親
機

子
機

1

[カクニン]

お断り番号
登録手順1～3 

2 3

2 3
親
機

1

1

(消去する番号を選択)(      本書 L-13 )

(着信記録を確認)

4

(着信音選択)

(着信音選択)

(着信記録を確認)

(電話をかけるときは)

(電話をかけるときは)

2回

2 3

親
機

子
機

1

[チャクシンオン センタク]

2回
[デンワチョウ ナリワケ]

3回

[▶チャクシンナリワケ]

2回
1 2 3

再ﾀﾞｲﾔﾙ
着信記録

着信
記録

決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

ﾒﾆｭｰ/決定 ﾒﾆｭｰ/決定ﾒﾆｭｰ/決定▶

/

▶

▶

/

▶

▶

/

▶

▶

(受話器を取る)

13  キャッチホン（契約が必要）

キャッチホンは、通話中に別の人からかかってきた電話に出ることができるNTTのサービス
です（有料）。キャッチホン･ディスプレイは、かかってきた相手先の番号を確認してからキャッ
チホンに出ることができるNTTのサービスです（有料）。
ご利用方法などは、ご契約の通信事業者にお問い合わせください。

キャッチホンの受けかた

親
機･

子
機

1
通話中に｢プップッ｣

2
親機の場合: 子機の場合:

・元の通話に戻る：もう一度ボタンを押す

■ キャッチホン・ディスプレイを利用する
サービスをご利用のときは、キャッチホン・ディスプレイを利用する設定にしてください
(      本書 M-13 (表No. ③-2)）。

ｷｬｯﾁ
カナ

14  お手入れ
表面が汚れたときは、乾いた布でふきます。

充電端子が汚れたときは、綿棒などで清掃します。

・汚れがひどいときは、よくしぼった布でふきとり、乾いた布で仕上げてください。

・充電端子は手で触らないでください。汗などがつくと充電が
できなくなることがあります。

薬品類（アルコール･ベンジン･シンナーなど）は使わないでください。

お手入れの際は、油をささないでください。
・故障の原因となります。

・変色･変質の原因になります。

表示のしかた
電話帳・ワンタッチダイヤルの
登録相手から

番号非通知から
公衆電話から

登録した名前を
表示
ﾋﾂｳﾁ
ｺｳｼｭｳﾃﾞﾝﾜ

一部の国際電話／IP電話から
情報が受信できないとき
あんしん相談ボタンの登録相手
その他の相手先から

ﾋｮｳｼﾞｹﾝｶﾞｲ
ｶﾞｲｾﾝﾁｬｸｼﾝ
ｱﾝｼﾝｿｳﾀﾞﾝ
電話番号を表示

再生/停止

充電端子

充電端子

/

▶

▶

/

▶

▶決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ

▶

▶

4回
1 2

[チャクシン オコトワリ]

決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

▶

/

▶

▶

/

▶

▶

決定/ﾒﾆｭｰ

▶
▶ ▶

16  別売品

本機を取り付ける場合は、下図のサイズに近いネジ（2本）をお買い求めください。

ベニヤ板などの薄い板壁やボード板（石こう板）には直接取り付けない
でください。また、振動の多い場所へも取り付けないでください。落下
する恐れがあります。

・壁掛けにすると本体が手前に傾くので、取り付ける前に見やすく
操作しやすい位置を確認してください。

1 2
壁掛け用ツメをはずす ツメを差し込む

6mm
20mm

2.4mm

9.6mm

15  壁掛け

（2021年8月現在）
○ 増設子機 形名：JD-KE110（希望小売価格 17,600円（税込））

○ 充電池
（ニッケル水素充電池） 形名：JD-M003（希望小売価格 オープン価格）
・充電池は、シャープのオンラインストアでもお買い求めいただけます。

・色調はホワイト系となります。

裏返す

壁面

83.5mm

約3mm残す

■ キーロック

17  もっと便利に

1. 親機
本機を便利に利用するための様々な機能を設定/解除できます。

(下記メニュー1より選択) (下記メニュー2より選択) (下記メニューより選択)

(設定を変更)

2. 子機

[▶システムセッテイ]

(設定を変更)

電話を受ける以外のボタン操作を無効にします。

親
機・子
機

子
機

1
設定のしかた

待受画面で
2

(画面表示)(3秒以上押し続ける)# [（キーロック）セッテイシマシタ]

ｷｰﾀｯﾁ ｵﾝ
ｸｲｯｸﾂｳﾜ

ｼﾖｳｼｬﾋｮｳｼﾞ

LCDｺﾝﾄﾗｽﾄ

ボタンを押したときに「ピッ」という音を鳴らすかどうかを設定。
子機を充電器から取るだけで電話を受けることができる機能を設定
（着信時のみ）。
子機に名前を登録して待受画面に表示させる機能。
 ・上記手順4で名前を入力します（最大9文字）。
液晶ディスプレイの濃度を調節。

概要メニュー

ﾒﾆｭｰ/決定 ▶決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ/

▶

▶

決定/ﾒﾆｭｰ/

▶

▶

決定/ﾒﾆｭｰ/

▶

▶

親
機

1

4 4

2 3 1 2 3

①
②

③

④

/

▶

▶

/

▶

▶

ﾒﾆｭｰ/決定 ﾒﾆｭｰ/決定

ﾒﾆｭｰ/決定

No.

・解除するときは、画面に [（キーロック）カイジョシマシタ ]と表示されるまで、【#】を3秒以上
押し続けます。

【お名前確認】を押して電話を受けたとき、通話録音をするか通話録
音の警告メッセージのみ流すかを設定 (      本書 J-10)。
構内交換機やホームテレホンに接続していると、ナンバー・ディスプ
レイを利用できないため、利用しない設定に変更。
キャッチホン・ディスプレイを利用するときに設定。
自分の声が響いて聞こえるときは、より小さな音量設定に変更。
電話の音が大きすぎて聞こえにくいときは、「ショウ」に変更。
ボタンを押したときに「ピッ」という音を鳴らすかどうかを設定。
親機または子機の時計設定を自動で他方に転送するかどうかを設定。
・すぐに時計設定を転送することもできます。
液晶ディスプレイの濃度を調節。
商品デモが起動するときは、｢シナイ」に変更。
構内交換機やホームテレホンをご利用の場合は、｢チェック シナイ」
に変更。

ﾁｬｸｼﾝ
ｵｺﾄﾜﾘ

ｷｲﾃｶﾗ ｵｳﾄｳ

ﾅﾝﾊﾞｰD ﾘﾖｳ

ｷｬｯﾁﾎﾝD ﾘﾖｳ
ｿｳﾜ ｵﾝﾘｮｳ
ｶｲｾﾝ ｵﾝﾘｮｳ
ｷｰﾀｯﾁ ｵﾝ
ﾄｹｲ ﾃﾝｿｳ

ｴｷｼｮｳ ｺﾝﾄﾗｽﾄ
ﾃﾞﾓ ｷﾄﾞｳ
ｶｲｾﾝ ﾁｪｯｸ

①

-

1回

②

③ ｿﾉﾀ
ｾｯﾃｲ

電話がかけられないときに、「ジドウ セッテイ」を実行。
・自動設定が完了するまで30秒～1分待って、ピーと鳴ったら電話がかけられるか確認してくださ
い。改善しないときは、他の設定を順に試してください。

ｶｲｾﾝ
ｼｭﾍﾞﾂ

メニュー 概要
1

No.
2

1

2
3
4
5
6

7
8
9

▶

4回

▶

5回

▶

決定/ﾒﾆｭｰ

/

▶

▶

▶

▶

お買いあげ時の状態に戻すことで、電話帳などの登録番号や留守録などの録音データもすべて
消去されます。

18  登録や設定・電話帳を初期化する

1 2

4

3

[ショキカ メニュー]

[ショキカ スル]
[ショキカ シナイ]

親
機

2回

2回

2回

[トウロク ショキカ]

(項目を選択)

5

(項目を選択)登録データを残す:[デンワチョウイガイ]
お買いあげ時の状態に戻す:[スベテノトウロク]

4

(項目を選択) 登録データを残す:[▶デンワチョウイガイ]
お買いあげ時の状態に戻す:[▶スベテノトウロク]

子
機

[▶システムセッテイ] [▶トウロク ショキカ]

1 2 3

・電話帳・ワンタッチダイヤル・あんしん相談ボタンの登録データを残して、それ以外の設定を工場出荷
時の状態に戻すこともできます。

/

▶

▶決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

決定/ﾒﾆｭｰ 決定/ﾒﾆｭｰ

ﾒﾆｭｰ/決定 ﾒﾆｭｰ/決定 ﾒﾆｭｰ/決定

ﾒﾆｭｰ/決定/

▶

▶

▶ ▶

新しい充電池を入れる

使用済み充電池

19  充電池を交換する

子機の充電池は、約2年程度で交換してください。   形名：JD-M003（     本書 L-16）

1 2 3

・交換後は子機を10時間
以上充電してください。

コネクターの端子をテープで絶縁する
●分解しない

●外装カバー（被覆・チューブなど）をはがさない●

■ 充電式電池のリサイクルご協力のお願い

リサイクルマークです。
ニッケル水素電池の

・ご使用済みの電池は、「当店は充電式電池のリサイクルに協力しています。」のステッカーを貼ったシャー
プ商品取り扱いのお店へご持参ください。

・リサイクル時は、次のことにご注意ください。

充電式電池はニッケル水素電池を使用しています。この電池は、リサイク
ル可能な貴重な資源です。電池の交換、廃棄に際しては、リサイクルにご
協力ください。

・留守設定中に留守ボタンが点滅しているときは、留守ボタンを押しても
録音を再生することができます。

リモート操作手順カード
〈暗証番号記入欄〉

●

●

リモート操作には暗証番号を使います。

４．新しい用件が再生されます。

〈リモート操作をするには〉
１．電話をかける
２．応答メッセージが聞こえたら→　 を押す。
３．応答メッセージが止まったら→

○○○（暗証番号）と　 を押す。

　　新しい用件がないときは、再生されません。　

｢ピッポッパッ｣と鳴らない電話機でリモート操作
するときは、はじめに      を押してください。

2回
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